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BCG死 菌、有毒牛結核死 菌及 ビ此等 ノ「アルコ

ール越 幾斯 ヲ以 テセル家 兎免疫 血漿 ノ喰

菌現象比較研究

入幡市、入幡製鐵所病院

柴 田 純 一 郎

緒 言

嚢 二余 ハ 「サボ ニ ンj加 培 養 結 核 菌 、 強 毒人 型結

核 菌及 ピ此 等 「ア ル コー ル」越 幾 斯 ラ以 テ セル家

兎発 疫 血 漿 ノ喰 菌 現 象 テ比較 研 究 シタ リ。 以 上

二種 ノ結 核 死 菌 ハ著 シク多 量 テ注 射 シタ ル時 ニ

ノ ～、免疫 テ與 ヘ タ レ ドモ、其 加熱 「アル コー ルj

越 幾斯 ハ多 量 ラ以 テ シテ モ爾 ホ、 免疫 程 度 微 弱

ナ リキ。 舷 二於 テ前 ノ實 験 ト關 聯 シテBCG及

ビ有 毒 牛結 核 菌 ノ加 熱 死 菌 テ以 テ家 兎 二冤疫 試

験 ラ行 ヒ、 此 毒力 ノ強 弱 二依 ツ テ喰 菌 現 象 二差

異 テ現 ス ヤ否 ヤ テ知 ラン トシ 同 時 二BCG及 ビ

有毒 牛結 核 菌 ノ加 熱 「アル コー ル」越 幾斯 テ2倍

ノ多量 ラ漸増 的 二注射 シテ省 ホ免 疫 テ得 ザ ル ヤ

否 ヤ テ検 セ ン ト企 テ タ リ。

自家 實駿

(1>免 疫 元

(1)BCG.ウ ヰー ン市 國 立 血清研 究 所 ヨ リ1932

年5月 菌 株、(BCG983>ラ 得 。 其rグ リセ リ ン」

馬鈴 薯培 養 ヨ リ「グ リセ リ ンブ イ ヨ ンJ二増菌 シ

テ使 用 セ リ。 此 菌 ノ弱 毒 ナ ル コ トハ生菌 、30mg

ノ多 量 テ家 兎 ノ静 脈 内 二注 射 シタ ル モ ノ6疋 ハ

7ケ 月 テ経 過 ス ル モ全 部 元 氣 ナル コ トニ ヨ リ實

謹 シタ リ。

(2)牛 結核 菌 、BCGb同 時 二 同所 ヨ リ得 タ ル

モ ノニ シテ、Vallるe株 ト云 ハ ル ・有 毒 株 ナ リ
。

「グ リセ リ ン」馬 鈴 薯 培 養 ノモ ノ ヨ リ 「グ リセ リ

ンブ イ ヨ ン」二檜 菌 シテ使 用 セ リ。

(ll)免 疫 元 ノ製 法'

発 疫 元4種 テ製 ス。

(1》BCG、 「アル コー一ル」越 幾 斯(BCG.X)

BCG・ 「グ リセ リ ンブ イ ヨ ンJ培 養8週 間 ノモ ノ

ラ探 リ、 生 理 的 食 盤 水 ニ テ洗}條 シ水 氣 テ去 リ
、

一 定 菌量 テ硝 子 球 入 「コル ペ ン
」中 ニ テ好 ク振 リ

テ菌 ノ 固 リテ解 キ、 之 レニ96%「 ア ル コー ルJ

テ菌 量109二 封 シテ100c・Qノ 割 二混 ジ37◎ ノ艀

竈 中 二10日 間 静 置 シ、4時 間振 量機 ニ テ 振 盈

シ、5時 間600ノ 湯 浴 ニ テ密 栓 シ テ熱 シ、 直 チ

ニ濾過 紙 ニ テ濾 過 セ リ
、 始 メハ全 ク透 明 ナ ル液

ナ レ ドモ冷 ユ ル ニ從 ツ テ 溜 濁 シ 沈澱 テ 生 ジ タ

リ、 沈 澱物 ハ牛結 核 菌 「エ キ ス」二比 シテ多 シ
。

(2)牛 結 核 菌 「アル コー ル エ キ スJ(BOV.X)

移 植後8週 間 ノ菌培 養 ラrBCG.X」 同様 二 「アル

コー ル」越 幾斯 テ作 ル
。

(3)BCG菌 浮 游 液

移植 後8週 間 ノBCG「 グ リセ リン ブ イ ヨ ン」培

養 テ80.ノ 湯 浴 ニ テ40分 間熱 シテ殺 菌 シ、生 理

的 食 臨水 ニテ洗 縢 シ水氣 ラ去 リ、菌 ノー 定 量 ラ

璃 璃 ノ乳 鉢 ニ テ輕 ク播 リ菌 ノ固 リラ解 キ、 菌 量

0・3二 封 シテ生理 的食 盤 水100ノ 翻 二 混 ジ李 等

ナ ル菌 液 ラ作 リ、1同 注 射 量宛 デ ア ンプル レ」

二封 ジ60。 ニ テ30分 間3日 清毒 シテ氷 室 二納 メ

使 用 セ リ。

(4)牛 結 核 菌浮 游 液

移植後8週 間 ノ牛結 核 菌 「グ リセ リン ブ イ ヨ ン」

培 養 テBCGノ 場 合 ト同檬 二 〇・3%ノ 食 盤 水 浸
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游 液 ヲ作 ル。

価)家 兎 ノ免疫

家 兎 番 號 艦 重

121759

田26109

V25559

V皿25759

家 兎 ノ免 疫 注 射

BCG菌(赤)

牛結核菌(青 》

BCG.X(黄)

牛結核X(紫)

襲 ノ實 験 「フ ラ ンク フル ト」強 毒 結 核 菌 及 ビ 「サ

ボ ニ ン」加 培 養 結 核 菌 発 疫 ノ時 二鑑 ミ、本 實 験 二

於 テハ毎 同 ノ注 射 量 テ 各 菌 浮 游 液7Csx二 増量

シ、3日 目毎 二家 兎 ノ静 脈 ヨ リ注 射 シ7同 二及

ビ、7日 テ経 タル後 、 喰 菌 現 象 テ検 シタ レ ドモ

喰 菌 カ ノ促 進 ラ認 メザ リ シヲ以 テ、更 ム1、 班號

家 兎 二雨種 ノ菌 浮 き捺液 テ8qa宛3厄}注 射 シ、 最

後 ノ注 射 ヨ リ、1週 間 テ経 テ耳 静 脈 ヨ リ探 血 シ

テ喰 菌 現 象 テ検 シタ リ。

BCG及 ビ牛結 核菌 ノ加 熱∫アル コー ル」越 幾 斯 免

疫 ハ襲 二「フ ラ ン ク フル ト」株 及 ビげ ボ ニ ン」加

培 養 結 核 菌 ノ實 験 ノ際 ハ、5(xsx3ki11回 注 射 シタ

リ シガ、本 實験 二於 テハ初 メ2同 ハ5CA宛 テ注

射 シ、 第3同 一 第5同 ハ10(za宛 、第6同 一一第8

回 ハ20c.a宛 ノfア ル コー ル」越 幾斯 テ注 射 ス、即

チ低 温 ニ テ 「アル コー ル」ラ蒸 駿 シ生 埋 的 食藍 水

テ加 ヘ テ、 静 脈 内 二3日 目毎 二注 射 シ約2週 間

テ置 キ テ耳 静 脈 ヨ リ探 血 シ喰菌 現 象 テ検 セ リ。

(IV)實 験 方 法

實 験 ノ準 備

(1)菌 液 ノ調 製 、(白 血 球 喰 菌 用>

BCG及 ピ有毒 牛結 核 菌 ノ 「グ リセ リン」馬 鈴 薯

培 養 移 植後4週 間 ノモ ノテ80。 ノ湯 浴 ニ テ40分

間 、 加熱 殺菌 シ、 璃 堰 ノ乳 鉢 ニ テ10分 間 輕 ク

播 リ生理 的 食 盤 水 テ加 へ30分 間、遠 心 沈澱 シ菌

ノ固 リヲ去 リ、1ca申 二2mgノ 白 色葡 萄状 球

菌 俘 游 液 ト同 ジ濃 度 迄 デ食 盤 水 テ以 テ稀 繹 シ、

之 レテニ 分 シー 方 二3%拘 櫛 酸 曹 達 液、(生理 的

食 盤 水e以 テ作 ル)デ 等 量 二加 へ 他 方 ニハ2.15

%ノ 食 盤 水 ラ等 量 二加 フル時 二前 者 ハ1c・q中1

mgノ 菌 卜1.5%ノ 絢構 酸 曹達 ヲ含 乏、後 者 ハ

1mgノ 菌 ト1.5%ノ 食 盟 トヲ含 ム菌 液 テ得 。

之v91caノ 「ア ン プル レ」二封 ジ600ニ テ30分

間 宛熱 スル コ ト3日 ニ シテ氷 室 二納 ム。 此等 ノ

菌 液 ノー 定量 中 二含 マ ル ・菌 撒 ガ顯 微 鏡 的 二等

シ クナ ル檬 二努 メ タ リ。

(2)不 洗 白 血球 液 及 ビ洗漁 白血 球 液 ノ調 製

白 血球 ハ特 二試 験 的 二使 用 シタル モ ノ以外 余 自

身 ノモ ノテ使 用 シタ リ。 詳 細 ハ前 實験 二於 テ述

ベ タル ヲ以 テ略 ス。

喰 菌 現 象 ノ實 験

(1)血 漿 ニ ヨル喰 菌 現 象

2%絢 擶 酸 曹 達(0.85%食 盟 テ含 ム>0.1ca

免 疫 家 兎血 液O.2ca・

以 上 血液 ラ凝 固 セザ ル様 混 和 シ、 沈澱 セ シメテ

血 漿 テ得 。

血 漿(家 兎)1容

不 洗 白血 球液1容

拘 構 酸 曹 達 菌 液1容

以 上 テ 混 和 シ37。 ニテ25分 間温 メ 塗 布標 本 テ

作 リ、 染 色 シテ喰 菌 白血 球 撒 テ百分 傘 テ以 テ表

セ リ。

(2)血 清 ニ ヨル喰 菌 現 象

0.85%食 盟 水0・1ca

免疫 家 兎血 液O.2aq

以i-"テ 混 和 シテー 定時 間後 遠 心沈 澱 シテ血 清 テ

得 。

血 清(家 兎>1容

洗糠 白血 球 液1容

食 盤 水菌 液1容

以 上 テ混 和 シ37。ニ テ25分 間 温 メ塗 布標 本 テ作

リ、 染 色 シテ喰 菌 白血 球 撒 テ百分 卒 ラ以 テ表 セ

リ。

(V)實 験

先 ヅ比 較 封 照 ト シテ正 常 家 兎薮 疋 ノ血 漿 及 ピ血

表1(無 免疫家 兎)

正常血漿 十BCG菌 液(拘 〉 喰菌 白血球 鍛8%

正常血漿 十牛結核菌液(絢)"8%

正常血清十BCG菌 液(食 盤),,11%

正常血清十牛結 核菌液(食 顛),,12%



第 ・・號】 柴田 一BCG殖 、構 牛結核聴 及 「ア,レ=-Jレ 越 幾斯 ヲ以 弛 嫁 兎免疫血漿 ノ比較研 究1嚇
●

補 ノ喰 菌 現 象 テ検 シ タ リ。 免疫家兎ノ喰菌現象

表ll(無 免疫家兎)

正常血漿十BCG菌 液(絢)喰 菌 白血球薮13%

正常血漿 十牛結核 菌液(絢)"13%

正常血清 十BCG菌 液(食 麗 之"10%

正常血清 十牛結 核菌液(食 盤),,11%

(無免疫家兎)
喰菌白
血球数

(BCG免 疫 家兎)1號 家兎

血球 轍

漿十BCG菌 液(桐)

漿斗牛結核菌液(栴)

清十BCG菌 液(食盤)

清十牛雛 液(食盤)

47%

49%

4ろ%

49%

全 喰

菌 敷
77

112

99

154

正常血漿十BCG菌 液(桐)

正常血漿十牛結核菌液(桐)

正常血清十BCG菌 液(食璽)

正常血清十牛結核菌液(食藍)

13%

16%

7%

9%

全 喰

菌 数
30

52

16

12

表IV(無 免疫 家兎)
喰菌白
血球 籔

(牛結核菌免疫家兎)

漿十BCG菌 液(絢)

漿十牛結 核菌液(絢)

清 十BCG菌 液(食 唖)

清+牛 結 核菌液(食 盤)

∬號家見
喰菌白 全喰
血球撒 菌数

正常血漿 十BCG菌 液(絢)

正常血漿 十牛結 核菌液(絢)

正常血清十BCG菌 液(食 鞭)

正常血清 十牛結核菌液(食 盤)

11%

10%

12%

12%

38%73

6G%157

44%112

74%344

全 喰

菌籔
35

14

39

33

白血 球 ノ喰 菌 トシテハ1個 ノ喰 菌 セ ル 白血 球 ハ.

其喰 菌 撒 ノ多 少 二關 セ ズ]個 ト シテ籔 へ、%ラ

出 シタ リ。 叉他 二 白血球 ノ喰 菌 セル鍬 テモ激 へ

全 喰菌 撒 ト シテ表 セ リ。 但 シ10個 以 上 ノ 菌 ラ

1個 ノ白血 球 ニ テ 喰 菌 セル 場 合 ニ ハ全 テ10個

トシテ計算 セ リ。

1表 一一IV表 ノ撒 テ李 均 ス レバ次 ノ如 シe

表V皿(BCG「 アル　 レ」X免艦 留 召饗

血球数 菌数
血 漿十BCG菌 液(桐)

血 漿 十牛結 核菌液(絢)

血 清 十BCG菌 液(食 盤)

血 清 十牛結核菌液(食 盤)

34%67

40%126

36%61

39%184

却(牛鱒 撚 　欝 鵠

血 漿十BCG菌 液(桐)

血 漿十牛結核菌液(絢)

血 清 十BCG菌 液(食 璽)

血 清十牛結核菌液(食雄)

21%60

22%30

24%35

35%122

李均喰菌撒一李均封照

喰菌白血球薮

正常血漿 十BCG菌 液(拘)

正常血漿 十牛結核菌液(桐)

正常血清 十BCG菌 液(食 顧)

正常血清 十牛結核菌液(食 鞭)

112%

11.7%

10.%

11.%

大谷氏 ノ定 メタル拘擶酸加血液 ノ喰菌白血球撒

標準次 ノ如シ。

喰菌セル白血球撒標準

10%以 下

11--20%

21-30%

31--40%

41%以 上

陰性

疑問

弱陽性

中等陽性

強陽性

表lx(蜘 一無鮫 家兎)(同日魂 落 饗 暖 、
血球籔 菌激

正常血漿 十BCG菌 液(絢)

正常血漿 十牛結核菌液(絢}

正常血清十BCG菌 液(食 顧)

正常血清十牛結核菌液(食 盤)

以 上 ノ五家 兎即 チ、

號

號

號

號

-

皿

V

四

13%

12%

16タ6

29%

(BCG見 疫 家 兎)

(牛結 核 菌 免 疫 家 兎)

(BCG「 アル コー一ルJX免 疫 家 兎)

(牛結 核 菌 「アル コー一ル」X冤 疫 家 兎)

健常家兎(封照〉

表V、VIハBCG及 ビ有毒牛結核菌 ノ加熱死菌

俘游液見疫 ノ喰菌例ニシテ7回 ノ注射 ラ以 テシ
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テ免 疫 陰 性 ナ リ シモ ノニ追 加 注 射3同 テ施 シ、

各 家 兎 ハ219mgノ 多量 ノ菌 テ受 ケ タ リ。 大 谷

氏 ノ標 準 ニ ヨ レバBCG免 疫(表V)ハ 何 レモ41

%以 上 ニ シテ強 陽 性 ノ反 癒 テ呈 シ タ リ。 然 レ ド

モ 同名 菌 或 ハ異 名菌 ノ喰 菌 ニ ヨ リテ喰 菌 ノ差 異

ラ表 サ ズ。 又 有 毒 牛 結 核 菌 免疫(表VI)二 於 テ モ

強 陽 姓 或 ハ ソ レニ近 キ喰 菌 数 ヲ示 シタ リ。 牛 結

核 菌 免 疫 二 於 テハ 同 名菌 喰 菌 撒 多 ケ レ ドモ、

BCG免 疫 血漿 二於 テ モ 牛 結 核 菌喰 菌 ノ多 キ ラ

以 テ、 之 レテ菌 液 ニ ヨ レル誤 差 ト見 ルベ キ カ≦

以1ソ 結 果 ヨ リ線 合 シテ弱 毒 ナ ルBCGハ 其 生

菌 二於 テ ハ少 量 テ以 テ シテ晃 疫 テ與 へ得 ル ニ拘

ラズ是 レラ加 熱 殺 菌 スル時 ハ菌 燈 テ攣 質 セ シメ

発 疫 元 償値 ラ低 下 シ叉 発 疫 元 ト シテ強 毒 弱 毒 ノ

差 異 テ失 フニ至 ル。 而 シテ是 ヲ喰 菌 セ シム ル モ

加 熱 死 菌 テ以 テ シテ ハ強 毒 菌 ト差 異 ナ シ。

Weinsteinω,脱cher(2},Neufeld(3},Gruber

u.Futaki{9,0kubo(5),Zade{6}等 ハ何 レモ結

核 菌 以外 ノ菌 ノ喰 菌 現 象 二於 テ弱 毒 菌 ハ 強 毒菌

二比 シテ、 多藪 二速 二喰 菌 セ ラ レ叉 、 容 易 二白

血 球 内 ニ テ浦化 作 用 二類 スル壁 形 テ見、 或 ハ又

弱 毒 菌 ハ正 常 血 清 ニ ヨ リテ モ多 歎 二喰 セ ラ ル ・

テ以 テ免 疫 血清 ト正 常 血 清 ノ差 別判 然 セ ズ ト云

ヒ、 小 林健 見氏{7)ハ 弱 毒 菌 ニ テ モ絢 瀞 駿曹 達 ノ

ー 定 濃度 テ使 用 スル時 ハ強 毒薗 テ使 用 シタル結

果 ト攣 ラザ ル喰 菌 撒 テ得 ラル ・コ トラ實 験 シタ

リ。 結 核 菌 テ以 テ強 弱 菌 ノ喰 菌 差異 テ検 シ タル

例 ハ大 谷 氏 〔8}二於 テ見 ル、 而 シテ弱 毒 菌 ハ多 ク

喰 菌 セ ラル ト述 ベ タ リ。 然 レ ドモ氏 ハ家 兎 二生

結 核 菌 ノ微 量 テ静脈 内 二注射 シタル家 兎 二再 ピ

死 菌 冤疫 テ施 シタ ル例 ナ ル テ以 テ軍 二結 核 菌 加

熱 死 菌 ノ免 疫 テ 目的 トス ル此 場 合 、 同一一二論 ジ

難 シ。 何 トナ レバ生 菌 免 疫 ト死 菌 免 疫 トハ趣 テ

異 ニ スル モ ノア レバ ナ リ。

蓋 シ結 核 菌艦 ハ他 ノ菌 ト異 ナ リ、 特 殊 ノ蝋 様 被

膜 テ具 有 ス ル ガ故 二 白血球 弓喰 取 セ ラル ・薮 ノ

多撒 ハ此 被 膜 物 質 ノ抵 抗 力 如何 二關 係 アル コ ト

ハ 想像 シ得 ベ キ所 ナ リ。

次 二表Vll、V皿 ハBCG及 ビ牛結 核 菌 「アル コー

ル」越 幾 斯 免 疫例 ナ リ。嚢 ノ實 験 「サボ ニ ン」加培

養 結 核 菌 ト強 毒 結 核 菌 「ア ル コー ル」越 幾 斯免 疫

現 象 二於 テハ11同 ノ見 疫 注 射 ニ テハ5500n}9ノ

結 核 菌 ヨ ゾ ァル コー ル」越 幾 斯 テ得 タ ル量 ナ リ。

而 シテ其 免 疫 数 果 ハ喰 菌 現 象 二於 テ微弱 ナ リ シ

テ以 テ此實 験 二於 テ ハ漸 檜 的 二総 量2倍 二達 ス

ル多 量 、鄙 チ各家 兎 ハ1000mgノ 結 核 菌 ヨ リ得

タパ ァル コー ル」越 幾斯 テ受 ケ タ リ。而 シテBCG

「アル コー ル」越 幾 斯 免疫 血 漿 ハ 同 名菌 昏封 シテ

34%、 異 名 菌 二封 シテ40%ノ 喰 菌 テ 示 シ、 中

等 度 陽 性 ナ リ。牛結 核 菌「アル コー ル越 幾 斯 免疫

血 漿 ハ同 名 菌 二封 シテ22%、 異 名菌 二封 シ テ21

%ニ シテ辛 ウ ジ テ弱 陽性 ナ リ。即 チ此 雨 種 ノ 「ア

ル コー ル」越 幾斯 モ極 メ テ 多 量 テ以 テ晃 疫 テ施

セバ或 程 度 ノ喰 菌 現 象 ヲ促進 シ得 ル コ トテ知 リ

得 タ リ。 但 シー 般 有 毒 結 核 菌 「アル コー ル」越 幾

斯 免疫 ノ困 難 ラ察 ス ル ニ足 ル。

BCG「 アル コー ル」越 幾 斯 晃疫 血 漿 二於 ケ ル喰菌

撒 ハ有 毒牛 結 核 菌 越 幾 斯 免 疫 血 漿 二於 ケル ソ レ

ニ比 ス レバ明 カニ多 シ。

是 レ同一 期 間培 養 シ タル雨 種 ノ菌 株 テ同檬 ナル

方 法 ニ ヨ ッ テ得 タ ル「アル コー ル」越 幾斯 二於 テ

BCG菌 ハ多 ク ノ「アル コー ルJ越 幾 斯 物 質 ヲ出 シ

タル コ トテ意 味 ス ル モ ノニ シテ即 チBCG菌 ノ

蝋 檬物 質 ハ加 熱 「アル コー ル」二解 ケ易 キ物 質 二

攣 化 シ居 ル コ トテ 示 スモ ノニ シ テ、 此 事 實 ハ

「アル コー ル越 幾 斯 調 製 ノ際BCG「 アル コー ル」

越 幾 斯 ハ他 二比 シテ其 沈 澱 物 ノ多 キ コ トニ ヨツ

テモ 明 カ ナ ル コ トナ リ。且 ツ又 、此 雨 種 ノ菌株 テ

比 較 スル=同 一 日撒 ノ「グ リセ リ ンj馬 鈴 薯培 養

ハBCGハ4週 程 二達 セバ褐 色 テ帯 プル ニ拘 ラ

ズ、有 毒 牛 結 核 菌 株 ハ容 易 二攣 色 セ ズ、白 色 テ呈

スル ニ ヨ リテモ、其 一端 テ察 スベ シ。又BCG「 ア

ル コー ル」越 幾 斯 物 質 ガ有 毒 牛 結 核 菌 ヨ リ多 キ

コ ト ノ諦 明 ハ余 ガ嚢 二褒 表 シタルBCGト 有 毒

牛 結 核 菌 トノ「ア ル コー ル」越 幾斯 テ以 テ補艦 結

合 反 慮 實 験(9》 二於 テBCG晃 疫 一 家 兎(1表312

號 〉ノ血 清 ノ溶 血 完 全 阻 止 ハ 有 毒 牛 結 核 菌血 清

ヨ リ100倍 乃 至200倍 強 ク反 癒 シタル テ以 テモ
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此 事 實 ト符 合 ス。

以 上 ノ事 實 ト余 ノ他 ノ研 究 ニ ヨル 「サボ ニ ンJ加

培 養結 核 菌 トテ比 較 考 察 ス ル ニfサ ボ ニ ン」加 培

養結 核 菌 ノ弱 毒 ナ ル コ ト或 ハ見疫 元 トシテ ノ債

高 キ コ トノ根 稼 ハ菌=被膜 ノ蝋 様 物 質 ノ少 キ ニ嫁

ル モ ノニ シ テ、BCGノ 弱 毒 ナ ルハ 菌被 膜 ノ蝋

檬 物 質 ガ容 易 二侵 サ レ易 キ ニ原 因 スル モ ノ ト判

噺 セ ザ ル テ得 ズ。

(VI>家 兎 白 血球 ヲ使 用 シタル喰 菌 現 象

家 兎 及 ビ海 猿 ノ白血 球 ハ破 壌 シ易 ク特 二絢 構 酸

曹 達 二封 シテ抵 抗 弱 キ コ トハ大 谷 氏 モ述 ベ タル

所 ナ レ ドモ、 如何 程 ノ相 異 アル カ テ前 二行 ヒタ

ル人 白 血球 ノ結 果 ト比 較 セ ン爲 メ ニ實験 テ爲 シ

タ リ。

家 兎 ノ白血 球 ハ腹膣 二中 性 「ブ イ ヨ ンjテ 注 入 シ

テ探 リタル モ ノ ト家 兎 ノ静脈 ヨ リ探 リタル モ ノ

トテ使 用 シ テ比 較 セ リ。 其 喰 菌 数 ハ前 實 験 二比

シテ著 シ ク少 ク到底 實験 ノ目的 テ達 シ得 ズ。次

二腹部 ヨ リ探 リタ ル白血 球 喰 菌例 ノ其1
、2テ 塞

グ ン。(表X、XI)

血管 ヨ リ探 リタル 白血 球 喰 菌 現 象 モ殆 ン ド同様

ナル ラ以 テ省 略 ス。

表X(BCG免 疫家兎)(破 埋 セル白血球 多 シ)

家兎腹腔 白血球使用例(1號 家兎)
全喰

菌 液 チ使 用 シタル 「オ プ ソニ ンJ喰 菌 試験 二於 テ

ハ喰 菌 度 、他 方 二比 シ テ梢 ≧大 ナ リ。

以 上家 兎 ノ血球 ヲ以 テ シテハ其 得 タル結 果 二多

ク ノ信 ラ置 ク ニ足 ラズ ト難 モ家 兎 ノ血管 ヨ リ得

タル白血 球 液(0・7%拘 構 酸 曹達 テ注射 器 二入 レ

家 兎静 賑 ヨ リ血液 ヲ引 キ、 沈澱 後 食盤 水 ニ テ洗

漁 セ ルモ ノ)チ 以 テ次 ノー 實 験 テ試 ミタ リ、即 チ

免 疫 家 兎 ノ血 清 二同 一 家 兎 ノ白血 球 液 ヲ加 ヘ タ

ル 時 ト、 無免 疫 家 兎 ノ白血 球 液 テ加 ヘ タ ル時 ノ

喰 菌 度 ノ差 テ検 シタ リ。

漿十BCG菌 液(絢)

漿十牛結核菌液(桐)

清 十BCG菌 液(食盤)

清 十牛結核菌液(食 盤)

血球数
2%

3%

11%

8%

表XI(牛 結核菌免疫家兎)

家兎腹腔 白血球使用例(m號 家兎)
全喰

血球藪 菌数
漿十BCG血 液(拘)3%16

漿十牛結 核菌液(拘)1%

清十BCG菌 液(食 盤)8%

清十牛結核 菌液(食 盤)14%

表Xノ 喰菌現象ヲ通覧スルニ家兎白血球ガ杓構

酸曹達ニヨリテ蒙ル=影響 ノ著 シキラ知 リ、叉探

血操作ニヨリ破壊 シ易キテ知 リ得 タリ。食盤水

表 ∬(BCG免 疫家兎)(1號 家 兎)

(家兎血管舳 球使用例)監 灘 繊
血清 十BCG菌 液(食 盤)十 同家兎 白血球

47%132

血清+,,十 無 冤疫 白血球

24%『42

血清 十牛結核菌液(食 謝 十同家 兎白血球

36%222

血清 十"十 無 免疫 白血球

19%87

表X皿(牛 結 核菌免疫家兎)(皿 號家 兎)

(家兎血管白血球使用例)監 鶉 認
血清十BCG菌 液(食 盤)十 同家兎 白血球

9%11

血 清十"十 無 免疫 白血球

5%17

血清 十牛結核 菌液(食 盤)十 同家 兎白血球

12%36

血清十,,十 無免疫 白血球 毒

24%139

表XIハ 「オプソニン」喰菌試験 二家兎 ノ免疫血

球 ト無晃疫血球テ使用 シタル例ナリ。人白血斑

使用 ノ時 ト比較 シテ喰菌 白血球藪二著 シキ移動

テ見 ル、恐 ラク探血、洗1條、喰菌手技 ニヨリ家

兎白血球 ガ損傷 シ易キコトヲ示 スモノナリ。

免疫家兎白血球 ト無免疫家兎白血球 ノ喰菌 デ比、

較 スルニ最後 ノー項 ヲ除キテへ 鰯 色疫家兎白

血球 ノ喰菌白血球籔 ハ冤疫白血球液ラ加ヘタル

喰菌白血球籔 ノ約牛分ナルハ興味 アル事ナリ。

WrightandDouglas〈io)ノ 示 セル實験例 二於 テ
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ハ 余 ノ例 ト反 封 ナ ル結 果 テ示 シ
、 帥 チ結 核 患 者

ノ白血 球 テ使 用 シタル時 ハ健 康 人 ノ白 血球 テ使

絹 シタル時 ノ牛 撒 テ示 セ リ、 大 谷 氏{8》ハ使 用 白

血 球 ニ ヨ リテ 喰 菌 二 大 ナ ル 影 響 ナ シ ト云 ヒ、

Dodgeonu.Schatock⑳ ハ菟疫 セ ル 白 血球 ハ

結

〈1>BCG及 ビ有 毒 牛 結 核 菌 加 熱死 菌219mgヲ

家 兎 二注射 シテ其 免 疫 血漿 及 ピ血 清 ノ喰 薗能 力

ラ強 陽性 ニナ曾雲匡セ シム ル テ得。

(2>BCG及 ビ有 毒 牛 結 核 菌 ハ 其 加 熱 殺 菌 セ ラ

ツ タ ル モ ノニ於 テ ハ免 疫 元 ト シテ ノ慣 二差 異 ナ

ク、 叉 、前 者 ハ弱 毒 ナ ル ノ故 ラ以 テ必 ズ シモ後

者 ヨ リモ多 ク喰 菌 セ ラル ・コ トナ シ。

(3)BCG及 ビ有 毒 牛 結 核 菌 加 熱 「アル コー ル」

越 縷 斯 物 質 ハ1000mgノ 菌 テ越 幾斯 ト爲 シタ

ル量 ヲ注 射 シ タル時 免疫 血漿 及 ビ血 清 ノ喰 菌 能

力 ラ檜 進 セ シ メ得。

(4)BCGハ 有 毒 牛 結 核 菌 二比 シテ加 熱 「ア ル コ

ー ルJ二 侵 サ レ易 ク シテ多 ク ノ 「アル=一 ル..!越
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